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３月定例会予算を可決予算を可決
～７会計総額　117億5457万円～

令
和
４
年
３
月
定
例
会
は
、
３
月
８
日
か
ら
25

日
ま
で
開
催
さ
れ
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
等
予

算
、
第
６
次
川
棚
町
総
合
計
画
基
本
構
想
及
び
前

期
基
本
計
画
、
人
事
案
件
、
条
例
改
正
、
令
和
３

年
度
補
正
予
算
等
の
審
議
を
お
こ
な
い
、
す
べ
て

の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
最
終
日
に
「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
対
し
厳
重
に
抗
議
す
る
決
議
」
を
可
決

し
ま
し
た
。

問　

第
２
別
館
１
階
に
移
る
郷
土

資
料
館
の
展
示
は
専
門
の
業
者

に
委
託
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

そ
の
た
め
に
は
予
算
６
４
０
万

円
で
は
足
り
な
い
の
で
は
な
い

か
。

答　

６
４
０
万
円
は
内
装
改
修
の

工
事
費
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に

展
示
す
る
か
、
教
育
委
員
会
と

協
議
し
て
進
め
る
が
、
資
料
館

ら
し
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、

作
っ
て
も
使
う
場
が
な
い
が
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

国
が
進
め
て
い
る
事
業
で
あ

り
、
健
康
保
険
証
等
と
の
統
合

な
ど
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
制

度
構
築
が
遅
れ
て
い
る
の
で
、

利
用
し
づ
ら
い
状
況
に
な
っ
て

い
る
。

問　

川
棚
高
校
生
へ
の
支
援
は
。

答　

入
学
支
援
は
川
棚
中
学
校
出

身
者
の
み
だ
が
、
学
力
・
進
学

率
向
上
の
た
め
の
支
援
は
川
棚

高
校
の
生
徒
全
体
で
あ
る
。

問　

新
た
な
駐
車
場
の
一
角
に
喫

煙
ブ
ー
ス
を
設
け
ら
れ
な
い

か
。

答　

喫
煙
所
を
設
け
る
計
画
は
な

い
が
、
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ

る
な
ら
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策

も
含
め
つ
つ
、
新
た
な
視
点
で

考
え
る
必
要
が
あ
る
。

予算審査での主な質疑

令和４年度予算のここが聞きたい令和４年度予算のここが聞きたい

予 算 審 査
特別委員会

郷
土
資
料
館
の

展
示
は
専
門
的
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
利
用
し
づ
ら
い

川
棚
高
校
生
へ
の

支
援
を
実
施

来
庁
者
用
に

喫
煙
場
所
が
必
要

川棚高等学校川棚高等学校
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令和４年度令和４年度
～７会計総額　117億5457万円～

予算
可決

令和４年度予算額 前年度比（％）

一 般 会 計 67億2700万円 92.5

特別会計

国民健康保険事業 19億3000万円 108.0

後期高齢者医療 2億1441万円 107.1

介 護 保 険 事 業 14億9000万円 105.3

観 光 施 設 事 業 9800万円 93.3

下水道事業（公営企業会計） 8億2642万円 97.2

水 道 事 業（公営企業会計） 4億6874万円 96.3

合 計 117億5457万円 97.0

＊万円未満は四捨五入して表示しています。

問　

産
後
ケ
ア
事
業
は
、
利
用
者

の
個
人
負
担
は
あ
る
の
か
。

答　

現
在
の
想
定
で
は
個
人
負
担

は
１
割
程
度
で
、
入
所
型
は
１

日
約
２
千
円
、
通
所
型
は
１
日

約
６
０
０
円
と
予
定
さ
れ
て
い

る
。

問　

観
光
施
設
運
営
あ
り
方
検
討

委
員
会
の
審
議
状
況
は
。

答　

こ
れ
ま
で
２
回
開
か
れ
た
。

問　

し
お
さ
い
の
湯
利
用
カ
ー
ド

の
発
行
時
の
確
認
は
ど
う
す
る

の
か
。
ま
た
利
用
回
数
に
制
限

は
あ
る
の
か
。

答　

初
回
利
用
時
に
免
許
証
等
で

住
所
を
確
認
し
て
カ
ー
ド
を
発

行
す
る
。
利
用
回
数
に
制
限
は

な
い
が
、
予
算
が
な
く
な
っ
た

ら
打
切
り
と
な
る
。

問　

中
央
公
園
の
人
工
芝
生
化
の

場
所
と
面
積
は
。

答　

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
人
工
芝
生
化

す
る
た
め
の
調
査
設
計
の
み

で
、面
積
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。

問　

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
端
末

機
器
10
台
と
は
、
ス
マ
ホ
の
こ

と
か
。
猟
友
会
に
貸
し
出
す
に

し
て
は
数
が
足
り
な
い
が
。

答　

ス
マ
ホ
10
台
を
希
望
者
に
貸

し
出
す
。

出
産
後
の
育
児
に

指
導
・
助
言

く
じ
ゃ
く
荘
等
運
営
の

あ
り
方
を
委
員
会
で
検
討

し
お
さ
い
の
湯
で

町
民
割
引
を
実
施

中
央
公
園
人
工
芝
生
化

を
調
査
設
計

イ
ノ
シ
シ
等
捕
獲
対
策
に

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
活
用

くじゃく荘・しおさいの湯くじゃく荘・しおさいの湯

中央公園グラウンド中央公園グラウンド
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本
会
議
に
お
け
る
討
論
・
採
決
︵
要
旨
︶

12
項
目
の
意
見
を
提
出　
予
算
審
査
特
別
委
員
会

①
新
庁
舎
完
成
に
伴
い
、
防
災
拠
点
と

し
て
の
活
用
並
び
に
町
民
へ
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
、
町
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

②
新
た
に
駐
車
場
整
備
等
を
お
こ
な
う

に
あ
た
っ
て
は
、
来
庁
者
が
利
用
で

き
る
喫
煙
ブ
ー
ス
を
ど
こ
か
に
設
置

す
る
よ
う
検
討
さ
れ
た
い
。

③
第
６
次
川
棚
町
総
合
計
画
に
基
づ
く

実
施
計
画
が
策
定
さ
れ
る
。
住
民
の

意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
進
め
、
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ま

れ
た
い
。

④
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
し
て
は
、
令
和

４
年
度
か
ら
新
し
い
部
署
が
で
き
、

ま
た
新
規
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が

採
用
さ
れ
る
。
今
後
の
成
果
に
期
待

す
る
。

⑤
健
康
推
進
課
に
お
い
て
は
、
各
種
新

規
事
業
に
取
り
組
ま
れ
る
が
、
住
民

へ
の
周
知
を
図
り
目
的
が
達
成
さ
れ

る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

⑥
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
職
員
一
丸
と

な
っ
て
対
応
さ
れ
た
い
。

⑦
農
業
に
つ
い
て
は
、
耕
作
放
棄
地
の

解
消
及
び
新
規
就
農
者
の
確
保
・
支

援
に
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
一
般
会
計
予
算

反
対
討
論　
　

炭
谷
議
員

賛
成
討
論　

山　

議
員

一
般
会
計
は
町
民
生
活
と
の
関
係
を
大
局

的
に
判
断
す
べ
き
で
、
手
厚
く
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
予
算
編
成
で
あ
る
と
判
断
し
、
賛
成

す
る
。

採
決　
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

◎
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

反
対
討
論　
　

な　

し

賛
成
討
論　
　

堀
池
議
員

国
保
加
入
者
が
安
心
し
て
医
療
を
う
け
る

制
度
で
あ
り
、
健
康
保
持
・
増
進
の
た
め
の

各
種
事
業
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、賛
成
す
る
。

採
決　
全
会
一
致
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

反
対
討
論　
　

な
し

賛
成
討
論　
　

田
口
議
員

高
齢
化
が
進
む
中
、
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
国
民
全
体
で
支
え
あ
う
制

度
で
あ
り
、
適
切
に
予
算
化
さ
れ
て
お
り
、

賛
成
す
る
。

採
決　
全
会
一
致
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

◎
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

反
対
討
論　
　

な
し

賛
成
討
論　
　

小
田
議
員

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
方
を
社
会
全
体
で
支

え
る
も
の
で
、
包
括
支
援
事
業
な
ど
、
積
極
的

に
取
り
組
む
予
算
と
判
断
し
、
賛
成
す
る
。

採
決　
全
会
一
致
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

◎
観
光
施
設
事
業
特
別
会
計
予
算

反
対
討
論　
　

な
し

賛
成
討
論　
　

初
手
議
員

コ
ロ
ナ
の
収
束
が
見
え
な
い
中
、
利
用
者
に

満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
施
設
改
良
費
な
ど

の
予
算
を
計
上
し
て
お
り
、
賛
成
す
る
。

採
決　
全
会
一
致
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

◎
下
水
道
事
業
会
計
予
算

反
対
討
論　
　

な
し

賛
成
討
論　
　

小
田
議
員

施
設
が
安
定
し
て
稼
働
す
る
よ
う
運
営
さ
れ

る
と
と
も
に
、
予
算
の
状
況
も
適
正
で
あ
る
と

判
断
し
、
賛
成
す
る
。

採
決　
全
会
一
致
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

◎
水
道
事
業
会
計
予
算

採
決　
討
論
は
な
く
、
全
会
一
致
で
原
案
可
決

し
ま
し
た
。

な　
　

し

山
口
議
員

な　
　

し

な　
　

し

な　
　

し

な　
　

し

な　
　

し

初
手
議
員

小
田
議
員

初
手
議
員

初
手
議
員

堀
田
議
員

⑧
地
区
か
ら
の
環
境
整
備
要
望
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
誠
意
を
持
っ
て

対
応
さ
れ
た
い
。

⑨
防
災
計
画
が
策
定
さ
れ
る
が
、
住

民
や
地
域
と
連
携
を
図
り
、
防
災

力
の
強
化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑩
指
定
避
難
所
と
な
っ
た
公
立
学
校

で
の
児
童
・
生
徒
の
個
人
情
報
保

護
を
含
む「
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
早
期
に
作
成
さ
れ
た
い
。

⑪
教
育
キ
ャ
ン
プ
場
の
ト
イ
レ
に
つ

い
て
は
、
利
用
し
づ
ら
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
。
利
用
者
が
快
適
に

利
用
で
き
る
よ
う
早
急
に
改
修
を

図
ら
れ
た
い
。

⑫
下
水
道
事
業
の
工
事
が
進
ん
で
い

る
が
、
接
続
率
の
向
上
に
つ
な
げ

る
た
め
に
も
、
事
前
の
丁
寧
な
説

明
に
努
め
ら
れ
た
い
。

教育キャンプ場のトイレ教育キャンプ場のトイレ
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新年度新年度のの事業事業ををピックアップピックアップ

東部地区高齢者の運動や買い物
等の支援により、地域での自立
を目指す

個人がおこなう裏山や畑等の崩
壊対策補助

一人でも多くの方が移植を受け
られるよう、骨髄等提供者への
休業支援をおこなう

希望する町民に、町内居住を確
認して利用カードを発行し、入
浴料を割り引く

がん患者等の治療に伴う外観ケア
で、医療用ウィッグ、人工乳房、
補正下着等の購入費用を助成

子ども医療費助成制度の支給対
象を、18歳到達後の最初の年
度末までに拡大

日本における初期のコンクリート
構造物としての文化財登録申請に
向けた3D立体測量調査

出産後の女性・乳児に対し、心
身のケアや育児サポートなどを
おこなう

観光資源調査・空き店舗対策・
ふるさと納税に関することを
担当

川棚中学校から川棚高等学校への入
学費の助成及び学力・進学率向上を
目的とした模試・補習等への支援

一般介護予防事業一般介護予防事業
「みんなでかわろーで」「みんなでかわろーで」

急傾斜地崩壊対策事業急傾斜地崩壊対策事業
補助率3分の1　上限200万円補助率3分の1　上限200万円

骨髄等提供者の支援骨髄等提供者の支援
１日当たり２万円、上限７日間１日当たり２万円、上限７日間

しおさいの湯利用促進事業しおさいの湯利用促進事業
６月から実施予定６月から実施予定

外観ケア事業外観ケア事業

子ども医療費助成事業子ども医療費助成事業

片島魚雷発射試験場跡片島魚雷発射試験場跡
文化財登録申請事業文化財登録申請事業

産後ケア事業産後ケア事業

地域おこし協力隊事業地域おこし協力隊事業
１名から３名へ　２名増員１名から３名へ　２名増員

川棚高等学校支援事業川棚高等学校支援事業
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まちの将来像まちの将来像「自然を愛し「自然を愛し
第６次川棚町総合計画（基本構想・

くらし輝くまち」くらし輝くまち」
前期基本計画）を可決しました

《総合計画とは》
町政のあらゆる分野を対象とし

た、総合的かつ計画的な「まちづ
くりの指針」となるもので、本町
における全ての計画や施策の最上
位に位置づけられる計画です。

特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
調
査

討
論
（
要
旨
）

議
会
に
お
い
て
は
、
計
画
の
内
容
に
つ
い
て

十
分
な
調
査
を
す
る
た
め
、
１
月
臨
時
会
で
総

合
計
画
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
計
画
内

容
の
把
握
に
努
め
、
12
項
目
の
意
見
を
提
出
し

ま
し
た
。

本
会
議
で
の
主
な
質
疑
と
答
弁
（
要
旨
）

問　

計
画
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
町
民
や
各

種
団
体
等
の
協
力
が
必
要
と
な
る
。
周
知
や

お
願
い
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

答　

各
種
団
体
の
会
合
等
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を

捉
え
て
計
画
の
説
明
を
し
、
協
力
を
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
て
い
く
。

問　

小
中
学
生
向
け
イ
ラ
ス
ト
版
は
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

答　

小
学
校
で
は
道
徳
や
学
級
活
動
、
中
学
校

で
は
総
合
的
な
学
習
等
で
活
用
し
て
い
き
た

い
。

問　
「
環
境
保
全
と
美
し
い
景
観
づ
く
り
」
の

中
の
「
公
園
・
緑
地
等
の
整
備
」
に
関
し
て

は
、
石
木
ダ
ム
あ
り
き
の
計
画
に
な
っ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
現
時
点
で
こ
の
よ
う
な
計
画

に
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

答　

石
木
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
県
の
総
合
計
画

に
も
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
整
合
性
を
図
る
た

め
本
町
の
第
６
次
計
画
で
も
引
き
続
き
取
り

上
げ
て
い
る
。

本
町
で
は
、
川
棚
町
総
合
計
画
を
策
定
し
、

行
政
の
各
分
野
に
お
い
て
町
民
と
の
協
働
と
い

う
視
点
の
も
と
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
令
和
３
年
度
末
に
第
５
次
総
合
計
画

の
計
画
期
間
が
終
了
す
る
た
め
新
た
な
総
合
計

画
の
策
定
が
必
要
と
な
り
、
令
和
４
年
度
を
初

年
度
と
す
る
第
６
次
川
棚
町
総
合
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
と
し
、
計
画
案
が
議
会
に
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

反
対
討
論　
　

炭
谷
議
員

石
木
ダ
ム
は
計
画
か
ら
50
年
を
経
過
し
た

も
の
の
影
も
形
も
な
い
。
ま
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
組
み
を
掲
げ
な
が
ら
ダ
ム
建
設
を
前
提
に

総
合
計
画
を
策
定
す
る
の
は
時
代
逆
行
で
あ

る
の
で
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論　
　

田
口
議
員

こ
れ
か
ら
10
年
間
の
本
町
の
姿
が
明
る
く

示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論　
　

髙
以
良
議
員

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
意
識

調
査
等
も
実
施
さ
れ
、
町
民
の
意
見
・
要
望

等
も
一
定
程
度
計
画
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の

で
、
賛
成
す
る
。

採
決　
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

基本目標１

基本目標４

基本目標２

基本目標５

基本目標３

基本目標６

自然を愛し くらし輝くまち

炭
谷
議
員

田
口
議
員

髙
以
良
議
員

教育・文化・環境の
充実で暮らしを

いろどる

産業の振興で
暮らしを
ゆたかに

保健・医療・福祉
で暮らしを
すこやかに

基盤の充実で
暮らしを
ささえる

危機管理で
暮らしを

あんしんに

人権尊重・協働・
スマート自治体で

ともに歩む

川棚町の将来像

本
会
議
で
の
主
な
質
疑
と
答
弁
（
要
旨
）
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まちの将来像まちの将来像「自然を愛し「自然を愛し
第６次川棚町総合計画（基本構想・

①　SDGsは、「誰一人取り残さない」持続可能でよりよい社会の実現を目指す世界共通の目標である。
SDGs達成に向け、国・県・町と住民一人ひとりが協力し合い、一体となった行動や取組ができるよ
う各種施策の推進に努められたい。

②　行政サービスについては、デジタル技術やデータを活用した住民の利便性の向上が求められている。
デジタル技術やＡＩ等の活用により業務効率化を図り、行政サービスの更なる向上につながるようデ
ジタル人材の確保と育成及び高齢者に対するきめ細やかな対応に努められたい。

③　今日のコロナ禍における世界的な混乱は、本町の事業所や観光などに大きな影響を及ぼしている。
刻々と変化する社会情勢に合わせた行政運営に努められたい。

④　多様化する教育ニーズや安全・安心な教育施設の充実などのほか、関係機関と綿密に連携をとり、
子ども達の健全育成と学力の向上などに努められたい。

⑤　本町には、多くの歴史・文化財・戦時遺構等の資源がある。より多くの住民に資源の魅力を周知し、
学習機会の充実と共に積極的に情報発信し、本町への誘客に努められたい。

⑥　緑地広場が令和６年度に完成予定であることから、子どもから高齢者まで生涯にわたりスポーツや
レクリエーションに親しむことができるよう他施設との連携や各種大会等を実施するなど、住民の健
康づくりと交流人口の拡大につながるよう取り組まれたい。

⑦　住民の安心・安全のため、総合的かつ計画的な防災体制の整備や住民の防災意識向上に努めると
ともに、自主防災組織の結成を促進し、地域住民や消防団と連携した防災力の強化を図られたい。

⑧　高齢化が進む中、地域における交通弱者の移動手段が求められている。公共交通機関の充実を図
るとともに、さらなる移動手段について検討を図られたい。

⑨　インターネットを活用したさまざまな情報の発信は、喫緊の課題である。地域情報化を推進してい
くためにも、住民、事業者、行政などの連携強化を図り、積極的な発信に取り組まれたい。

⑩　多様で広域的な行政課題に対応するため、周辺市町と連携し事務事業の充実や効率化を図り、住民
サービスの向上に努められたい。

⑪　基本計画を実施していく過程においては、住民や各種団体等の協力が必要不可欠
である。住民への周知と協力体制を確立されるよう取り組まれたい。

⑫　第６次川棚町総合計画の後期基本計画及び次期川棚町総合計画を策定する場合
は、審査期間が十分に取れるよう、早い時期に議会に提案するよう強く求める。

総合計画調査特別委員会の意見

令和４年４月　かわたな町議会だより　No.1567



◎
川
棚
町
消
防
団
員
の
定
員
︑

任
免
︑
給
与
︑
服
務
等
に

関
す
る
条
例

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
の
た

め
、
年
額
報
酬
を
増
額
す
る
と

と
も
に
、
新
規
に
出
動
報
酬
の

支
給
を
規
定
す
る
。

問　

分
団
の
運
営
費
は
ど
う
な
る

の
か
。

答　

ま
だ
方
針
が
出
て
い
な
い
。

本
議
案
は
、
総
務
厚
生
委
員
会

に
付
託
し
て
審
議
し
ま
し
た
。

総
務
厚
生
委
員
会
の
報
告

•
消
防
団
員
の
士
気
向
上
に
つ
な

が
り
、
消
防
団
活
動
に
対
す
る

町
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
。

•
分
団
運
営
費
等
の
不
足
が
懸
念

さ
れ
る
の
で
、
団
員
の
日
常
活

動
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ

う
、
各
分
団
の
意
向
を
把
握
し

て
今
後
の
施
策
を
検
討
さ
れ
た

い
。

採
決　
討
論
は
な
く
、
全
会
一

致
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

◎
川
棚
町
課
室
設
置
条
例

新
庁
舎
建
設
室
を
廃
止
し
、

総
務
課
及
び
企
画
財
政
課
の
分

掌
事
務
を
整
理
す
る
。

◎
川
棚
町
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例

◎
町
長
及
び
副
町
長
の
給
与

に
関
す
る
条
例

◎
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
い
ず
れ
も
期
末
手
当
を
減
額

す
る
。

◎
川
棚
町
福
祉
医
療
費
の
支

給
に
関
す
る
条
例

支
給
対
象
を
18
歳
ま
で
と
す

る
。

◎
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例

選
挙
長
等
、
学
校
医
及
び
学　

校
薬
剤
師
の
報
酬
を
増
額
す
る
。

採
決　
以
上
６
件
は
、
討
論
は

な
く
、
全
会
一
致
で
原
案
可
決

し
ま
し
た
。

◎
令
和
３
年
度
観
光
施
設
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

︵
第
２
回
︶

く
じ
ゃ
く
荘
の
１
月
〜
３
月

の
赤
字
に
対
す
る
休
業
協
力
金

と
し
て
指
定
管
理
者
へ
の
委
託

料
を
１
７
５
０
万
円
増
額
す
る

と
と
も
に
、
協
定
納
付
金
の
金

額
を
４
９
０
万
円
減
額
す
る
。

問　

コ
ロ
ナ
に
よ
る
赤
字
の
金
額

は
い
く
ら
か
。

答　

１
月
１
８
５
万
円
、
２
月
５

８
３
万
円
で
、
３
月
は
１
５
０

０
万
円
の
見
込
み
で
あ
る
。

問　

３
月
の
赤
字
金
額
が
多
い
の

は
な
ぜ
か
。

答　

年
度
末
の
支
払
い
が
多
い
た

め
で
あ
る
。

本
議
案
は
、
産
業
建
設
文
教
委

員
会
に
付
託
し
て
審
議
し
ま
し
た
。

産
業
建
設
文
教
委
員
会
の
報
告

•
営
業
を
続
け
る
た
め
に
委
託
料

の
増
額
は
必
要
で
あ
る
。

•
年
度
途
中
に
協
定
納
付
金
を
計

上
す
る
の
は
不
適
切
で
あ
る
。

採
決　
討
論
は
な
く
、
全
会
一

致
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

◎
専
決
処
分
の
報
告
︵
工
事
請
負

契
約
の
変
更
︵
川
棚
西
部
漁
港

三
越
防
波
堤
災
害
復
旧
工
事
︶︶

報
告
済
み
と
し
ま
し
た
。

◎
専
決
処
分
の
承
認
︵
令
和

３
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
︵
第
12
回
︶︶

採
決　
討
論
は
な
く
、
全
会
一

致
で
承
認
し
ま
し
た
。

◎
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
︵
第
13
回
︶

◎
令
和
３
年
度
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
︵
第
４
回
︶

◎
令
和
３
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

︵
第
２
回
︶

◎
令
和
３
年
度
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

︵
第
３
回
︶

◎
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
︵
第
14
回
︶

採
決　
以
上
５
件
は
、
討
論
は

な
く
、
全
会
一
致
で
原
案
可
決

し
ま
し
た
。

補

正

予

算

等

条

例

の

一

部

改

正

◎
川
棚
町
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
基
盤
整
備
事
業
工
事
負

担
金
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
設
備
を

Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
譲
渡
す
る
の
で
、
条

例
が
不
要
と
な
る
た
め
廃
止
す

る
。

採
決　
賛
成
多
数
で
原
案
可
決

し
ま
し
た
。

条
例
の
廃
止

《令和４年１月臨時会》（１月28日）
◎専決処分の報告 
（令和３年度一般会計補正予算（第10回））
報告済みとしました。

◎令和３年度一般会計補正予算（第11回）
◎工事請負契約の変更 
（新庁舎建設工事（建築）・（電気）・（機械））

◎財産の取得（新庁舎什器等備品購入）
いずれも全会一致で原案可決しました。
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議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

結 果 表決数
賛成:反対

福
田
　
　
徹

小
谷
龍
一
郎

毛
利
　
喜
信

初
手
　
安
幸

堀
池
　
　
浩

山
口
　
　
隆

小
田
　
成
実

田
口
　
一
信

髙
以
良
壽
人

堀
田
　
一
德

炭
谷
　
　
猛

水
谷
　
末
義

波
戸
　
勇
則

固定資産評価審査委員会委員の選任についての同意 同 意 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認　令和３年度一般会計補正予算（第12回） 承 認 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度 一般会計補正予算（第13回）・（第14回） 原案可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度 国民健康保険事業特別会計補正予算（第４回）ほか２件 原案可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度 観光施設事業特別会計補正予算（第２回） 原案可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

川棚町課室設置条例の一部改正 原案可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町長及び副町長の給与に関する条例の一部改正　ほか２件 原案可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部改正 原案可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

川棚町福祉医療費の支給に関する条例の一部改正 原案可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

川棚町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関
する条例の一部改正 原案可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

川棚町光ブロードバンド基盤整備事業工事負担金
条例の廃止 原案可決 12：1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

第６次川棚町総合計画基本構想及び前期基本計画の策定 原案可決 12：1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

令和４年度一般会計予算 原案可決 12：1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

令和４年度国民健康保険事業特別会計予算　ほか３件 原案可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度下水道事業会計予算・水道事業会計予算 原案可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ロシアによるウクライナ侵攻に対し厳重に抗議する決議 原案可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◯は賛成　●は反対

賛 否 表
３月定例会

ロシアによるウクライナ侵攻に対し厳重に抗議する決議
令和４年２月２４日に始まったロシアによるウクライナへの軍事侵攻は、ウクライナの
主権を侵害するとともに武力による一方的な現状変更は明らかに国連憲章に違反し、国際
社会の平和と安全、秩序を著しく脅かす暴挙であり断じて許すことができない。
このウクライナ侵攻に際し、プーチン大統領は核兵器の使用を示唆する発言をしている
が、これは核兵器のない世界平和の実現に取り組む国際社会への冒涜である。
本県では先の大戦で核兵器により甚大な被害を受け、核のない平和な社会の実現を願っ
ており断じて容認できるものではない。
今回のウクライナ侵攻により、多くのウクライナ国民が戦禍を逃れ、近隣諸国へ避難し、
また、国内では社会インフラの破壊、民間人への無差別攻撃による犠牲者の増大など人道
上決して看過できるものではない。
よって、川棚町議会は、核兵器による威嚇、核施設を狙った攻撃、民間施設、民間人へ
の無差別攻撃に厳重に抗議するとともに、平和を願う人々の気持ちを蹂躙し尊い命を脅か
す理不尽な侵略行為を直ちに中止、撤退し、平和的解決への道を探ることを強く求める。
以上、決議する。

令和４年３月２５日
川 棚 町 議 会
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1

2

3

4

5

6

7

堀　池　　　浩　議員　（P.11）
☆子宮頸がん等ワクチンの円滑な接種を
☆風疹予防接種の継続について

堀　田　一　德　議員　（P.12）
☆３期１２年の集大成と今後は

福　田　　　徹　議員　（P.13）
☆図書館の建設を

髙以良　壽　人　議員　（P.14）
☆町の花オニユリの植栽推進を
☆JR新谷ガード付近の交通安全対策について

小　田　成　実　議員　（P.15）
☆自治会未加入世帯への対応は
☆公用車の管理及び運行状況について

田　口　一　信　議員　（P.16）
☆川棚川の治水対策について県に要望活動を
☆地域での環境美化活動への支援について

波　戸　勇　則　議員　（P.17）
☆小型家電やパソコンのリサイクル推進を

町政全般の諸課題について、本会議で町長等に質問するものです。
質問時間は、答弁を含めて50分以内です。
会議録は、ホームページ及び中央公民館図書室で閲覧できます。

町長・教育長の考えを問う！

一般質問とは……一般質問

７名が登壇!
定例会初日の３月８日（火）
におこないました。

ギ
カ
イ

ギ
カ
イ
●
は
て
な

Ｑ 

決
議
と
は
ど
う
い
う
も

の
な
の
？

Ａ 

決
議
は
、
議
会
が
自
ら

の
意
思
を
表
明
す
る
も
の

で
、
法
的
効
果
を
伴
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

の

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た

塩
しお

谷
や

 京
きょう

介
すけ

氏（再任）
（平島３丁目）
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子
宮
頸
が
ん
な
ど
の
原
因
と
な

る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
の
感
染
を
防
ぐ
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
、厚
生
労
働
省
は
、

積
極
的
な
接
種
勧
奨
を
今
年
４
月

か
ら
再
開
す
る
よ
う
通
知
し
た
。

堀
池　

今
後
は
積
極
的
な
接
種
勧

奨
を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ

の
対
象
者
は
。

町
長　

年
度
内
に
13
歳
か
ら
16
歳

に
達
す
る
女
子
に
対
し
て
個
別

勧
奨
を
お
こ
な
う
。

堀
池　

積
極
的
な
接
種
勧
奨
が
中

止
さ
れ
て
い
た
約
８
年
の
間
に

接
種
の
機
会
を
逃
が
し
た
人
の

救
済
措
置
は
。

町
長　

平
成
９
年
度
か
ら
平
成
17

年
度
ま
で
に
生
ま
れ
た
女
子
が

救
済
措
置 

（
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

接
種
）
の
対
象
者
に
な
る
。

そ
の
実
施
期
間
は
、
令
和
４

年
４
月
か
ら
令
和
７
年
３
月
ま

で
と
予
定
さ
れ
て
い
る
。
希
望

す
る
対
象
者
が
こ
の
期
間
内
に

接
種
を
完
了
で
き
る
よ
う
個
別

に
案
内
を
お
こ
な
う
。

堀
池　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
計
３

回
接
種
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

１
回
ま
た
は
２
回
接
種
し
て
、

そ
の
後
の
接
種
を
中
断
し
た
人

は
ど
う
な
る
の
か
。

健
康
推
進
課
長　

ど
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
１
回
目
２
回
目
の
接
種
を

受
け
た
か
聞
取
り
を
し
た
う
え

で
、
医
療
機
関
等
と
協
議
し
判

断
し
て
い
く
。

堀
池　

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
負

担
は
。

町
長　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

費
用
は
全
額
が
公
費
負
担
と
な

っ
て
い
る
。
な
お
キ
ャ
ッ
チ
ア

ッ
プ
接
種
対
象
者
の
費
用
負
担

に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
具

体
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。

堀
池　

子
宮
頸
が
ん
予
防
に
関
し

て
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し

た
教
育
は
。

町
長　

学
校
等
で
児
童
・
生
徒
を

対
象
と
し
た
教
育
を
実
施
す
る

予
定
は
な
い
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
、
担
当
職

員
の
派
遣
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。

子宮頸がん等ワクチンの
円滑な接種を

対象者への個別勧奨等により
周知を図る

堀池　浩 議員

町長

風
疹
予
防
接
種
の
継
続
に
つ

い
て

堀
池　

中
学
生
に
対
す
る
授
業
な

ど
も
全
く
予
定
さ
れ
て
い
な
い

の
か
。

教
育
長　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
書
か

れ
て
い
な
い
の
で
授
業
と
し
て

は
扱
っ
て
い
な
い
が
、
全
体
的

な
が
ん
予
防
教
育
と
し
て
授
業

を
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

堀
池　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

周
知
は
。

町
長　

現
在
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
制
度
の
周
知
を
お
こ
な

っ
て
い
る
が
、
今
年
４
月
１
日

以
降
は
、
対
象
年
齢
に
到
達
す

る
人
や
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

の
対
象
者
に
個
別
に
資
料
を
送

り
、
周
知
を
図
り
た
い
。

風
疹
は
、
妊
娠
初
期
の
女
性
が

感
染
す
る
と
赤
ち
ゃ
ん
が
難
聴
や

心
疾
患
な
ど
に
な
る
恐
れ
が
あ

る
。平

成
30
年
の
風
疹
の
流
行
を
受

け
て
厚
生
労
働
省
は
、
令
和
元
年

度
か
ら
３
か
年
計
画
で
風
疹
予
防

接
種
を
受
け
て
い
な
い
42
歳
か
ら

59
歳
の
男
性
を
対
象
に
、
無
料
で

抗
体
検
査
と
予
防
接
種
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
き
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
受
診
控
え
な
ど
が
見
ら
れ

た
た
め
、
令
和
６
年
度
ま
で
延
長

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

堀
池　

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
風

疹
予
防
接
種
の
流
れ
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

健
康
推
進
課
長　

抗
体
検
査
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
と
思
わ
れ
る

方
に
対
し
て
、
毎
年
勧
奨
状
と

ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
抗
体
検

査
を
促
し
て
い
る
。
検
査
の
結

果
抗
体
量
が
少
な
い
と
判
定
さ

れ
た
方
に
は
、
検
査
を
し
た
医

療
機
関
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

勧
奨
さ
れ
る
。
抗
体
検
査
や
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
公
費
で
あ
る
。
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町
長
は
「
自
然
を
愛
し
く
ら
し

輝
く
ま
ち
」
を
町
の
将
来
像
に
掲

げ
、「
あ
な
た
が
主
役
の
町
政
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
３
期
12
年
全
力

で
町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
き

た
。

堀
田　

公
約
に
あ
げ
て
い
た
観
光

事
業
の
立
て
直
し
の
成
果
と
課

題
は
。

町
長　

就
任
当
時
は
本
町
の
財
政

状
況
は
非
常
に
厳
し
く
、
く
じ

ゃ
く
荘
や
し
お
さ
い
の
湯
の
起

債
償
還
が
大
き
な
財
政
負
担
と

な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
観
光

事
業
の
立
て
直
し
が
急
務
と
考

え
、
長
崎
県
立
大
学
及
び
長
崎

国
際
大
学
と
の
連
携
協
定
を
結

び
、
川
棚
町
の
観
光
問
題
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
を
お
こ
な
い
、

観
光
活
性
化
事
業
計
画
を
策
定

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

そ
の
結
果
、
く
じ
ゃ
く
荘
の

宿
泊
者
数
は
当
時
と
比
べ
て
約

35
％
増
加
、
し
お
さ
い
の
湯　

の
入
湯
客
も
若
干
増
加
し
一
定

の
成
果
は
あ
っ
た
。
特
に
ス
ポ

ー
ツ
合
宿
誘
致
補
助
金
も
増
加

の
一
因
と
思
わ
れ
る
が
、
起
債

償
還
の
財
源
を
確
保
す
る
ま
で

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
後
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
よ
り
運
営
は
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
感
染
症
の
収
束
が
図

ら
れ
れ
ば
、
観
光
客
の
増
加
が

期
待
さ
れ
る
が
、
施
設
の
老
朽

化
が
進
み
、
維
持
管
理
を
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
か
が
課
題
で

あ
る
。

堀
田　

移
住
・
定
住
施
策
は
十
分

で
あ
っ
た
か
。

町
長　
「
川
棚
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基

づ
き
取
り
組
ん
で
い
る
。

若
者
定
住
促
進
の
た
め
に
、

宅
地
分
譲
事
業
で
町
外
か
ら
６

世
帯
の
若
者
家
族
が
移
住
し
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
も
１
名
が

定
住
し
た
。
ま
た
、
空
き
家
バ

ン
ク
事
業
、
お
試
し
滞
在
環
境

整
備
事
業
や
移
住
相
談
会
も
お

こ
な
っ
て
い
る
。

堀
田　

子
育
て
支
援
施
策
は
。

町
長　

小
・
中
学
生
へ
の
福
祉
医

療
費
助
成
事
業
や
子
育
て
奨
励

金
支
給
事
業
、
給
食
費
補
助
事

業
を
実
施
し
、
令
和
４
年
度
か

ら
高
校
生
ま
で
を
福
祉
医
療
費

助
成
事
業
の
対
象
と
し
た
。

住
民
か
ら
は
「
子
育
て
支
援

が
充
実
し
て
い
る
ま
ち
」
と
の

評
価
も
あ
る
が
、
明
確
な
成
果

を
出
す
ま
で
に
は
至
っ
て
お
ら

ず
、
新
た
な
施
策
が
必
要
と
考

え
る
。

堀
田　

農
林
水
産
業
、
商
工
業
の

振
興
施
策
は
推
進
で
き
た
か
。

町
長　

農
林
水
産
業
に
つ
い
て

は
、
国
の
基
本
施
策
に
基
づ
き

実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

県
か
ら
の
情
報
提
供
を
受
け
事

業
推
進
を
図
っ
て
い
る
。ま
た
、

国
や
県
の
補
助
要
綱
に
該
当
し

な
い
事
業
は
、
各
生
産
部
会
か

ら
の
要
望
に
沿
っ
て
単
独
事
業

と
し
て
実
施
し
て
き
た
。

漁
業
に
つ
い
て
は
、
組
合
員

数
が
減
少
し
て
い
る
が
、「
人

が
創
る
持
続
可
能
な
漁
村
推
進

事
業
」
を
活
用
し
１
名
が
新
規

就
漁
の
研
修
中
で
あ
る
。

商
工
業
に
つ
い
て
は
、「
川

棚
町
商
工
業
振
興
補
助
金
」
を

交
付
し
て
お
り
、
商
工
会
は
、

後
継
者
育
成
事
業
、
地
域
特
産

品
等
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
、
創

業
セ
ミ
ナ
ー
事
業
及
び
駅
前
・

栄
町
地
区
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

３期１２年の集大成と今後は

一定の成果はあったが、
新たな施策も必要町長

堀田 一德 議員

設
置
事
業
等
に
活
用
し
て
い

る
。

堀
田　

町
長
４
期
目
へ
の
出
馬
の

考
え
は
。

町
長　

全
く
白
紙
の
状
態
で
あ

る
。

大崎くじゃく園大崎くじゃく園
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今
回
策
定
す
る
第
６
次
総
合
計

画
で
は
図
書
館
建
設
に
触
れ
ら
れ

て
い
な
い
。
図
書
館
を
中
心
と
し

た
文
化
面
で
の
ま
ち
づ
く
り
が
期

待
で
き
ず
、
こ
れ
か
ら
の
川
棚
町

の
魅
力
が
半
減
す
る
。

福
田　

町
づ
く
り
に
お
け
る
図
書

館
の
役
割
を
ど
う
認
識
し
て
い

る
か
。

教
育
長　

図
書
館
は
、
中
央
公
民

館
や
公
会
堂
と
同
様
に
、
学
校

教
育
や
生
涯
学
習
と
い
う
文
化

面
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
振
興

を
図
る
た
め
の
拠
点
と
な
る
大

切
な
施
設
の
一
つ
で
あ
る
と
考

え
る
。

た
だ
現
状
に
お
い
て
は
、
図

書
館
建
設
は
考
え
て
お
ら
ず
、

公
民
館
図
書
室
で
、
ソ
フ
ト
面

等
を
充
実
さ
せ
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

福
田　

財
源
が
厳
し
い
こ
と
は
わ

か
る
の
で
、
図
書
館
建
設
の
基

金
を
創
設
し
て
積
立
て
を
す
る

こ
と
と
し
、
寄
附
を
求
め
て
は

ど
う
か
。

教
育
長　

平
成
22
年
１
月
に
「
庁

舎
及
び
図
書
館
建
設
基
金
条

例
」
を
提
案
し
た
が
、
時
期
尚

早
と
し
て
否
決
さ
れ
た
。
現
在

は
図
書
館
建
設
を
具
体
的
に
考

え
て
い
な
い
の
で
、
基
金
を
創

設
す
る
考
え
は
な
い
。

福
田　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金

の
活
用
先
と
し
て
、「
図
書
館

建
設
」
の
事
業
名
を
挙
げ
て
は

ど
う
か
。

教
育
長　

図
書
館
建
設
の
具
体
的

考
え
が
な
い
中
で
は
、「
図
書

館
建
設
」
の
事
業
名
を
挙
げ
る

考
え
は
な
い
。

福
田　
「
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
」
を
活
用
で
き
な

い
か
。

教
育
長　

具
体
的
考
え
が
な
い
の

で
、
活
用
す
る
考
え
は
な
い
。

福
田　

教
育
関
係
寄
附
金
の
中
に

「
図
書
資
料
（
本
）」
と
し
た
寄

附
先
を
設
定
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

教
育
費
寄
附
金
は
、
寄

附
者
の
意
向
に
沿
っ
て
図
書
の

購
入
費
用
や
奨
学
資
金
に
活
用

し
て
お
り
、
寄
附
先
の
設
定
は

必
要
な
い
と
考
え
る
。

福
田　

図
書
館
法
で
は
、
自
治
体

が
設
置
す
る
図
書
館
に
対
す
る

補
助
を
規
定
し
て
い
る
が
。

教
育
長　

具
体
的
な
補
助
制
度
は

見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。

図書館の建設を

現状の中央公民館図書室で、
ソフト面等の充実を図る

福田　徹 議員

教育長

福
田　

財
政
的
に
厳
し
い
と
い
う

が
、
ど
の
よ
う
な
規
模
を
想
定

し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

図
書
館
協
会
の
基
準
を

満
た
す
た
め
に
は
、
建
設
費
だ

け
で
な
く
職
員
体
制
な
ど
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
必
要
で
あ

る
。

福
田　

移
住
・
定
住
を
推
進
す
る

方
策
と
し
て
、
図
書
館
が
持
つ

住
民
満
足
度
を
上
げ
る
効
果
に

つ
い
て
は
、
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

町
長　

都
市
施
設
・
文
化
施
設
と

し
て
必
要
な
施
設
だ
が
、
多
額

の
財
源
を
要
す
る
の
で
、
慎
重

に
議
論
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。

福
田　

第
７
次
の
総
合
計
画
に
は

入
る
よ
う
な
研
究
を
し
て
も
ら

い
た
い
が
。

教
育
長　

中
央
公
民
館
・
学
校
施

設
な
ど
に
つ
い
て
議
論
す
る
中

で
話
を
し
た
い
。

図書室の内部図書室の内部

中央公民館図書室中央公民館図書室
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平
成
30
年
12
月
の
質
問
に
対

し
、「
町
内
に
は
オ
ニ
ユ
リ
が
非

常
に
少
な
い
の
で
、
ま
ず
町
内
に

Ｐ
Ｒ
し
て
増
や
し
て
い
き
た
い
」

と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
町
内
の

オ
ニ
ユ
リ
の
状
況
に
変
化
は
見
ら

れ
な
い
。

髙
以
良　

町
内
の
オ
ニ
ユ
リ
を
増

や
す
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。

ま
た
、
今
後
新
た
に
何
か
取

り
組
む
予
定
が
あ
る
の
か
。

町
長　
「
広
報
か
わ
た
な
」
に
記

事
を
掲
載
し
た
ほ
か
町
内
の
自

生
状
況
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

新
谷
、
中
山
、
五
反
田
、
猪
乗

に
自
生
が
確
認
で
き
た
。

ま
た
、
ム
カ
ゴ
を
採
取
し
苗

を
育
て
る
こ
と
も
お
こ
な
っ
て

い
る
が
、
芽
が
出
る
も
の
の
そ

こ
か
ら
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
難

し
く
育
た
な
い
状
況
で
あ
る
。

新
た
な
取
組
み
に
つ
い
て
は

思
案
し
て
い
る
。

髙
以
良　

町
内
で
詳
し
く
知
っ
て

い
る
人
に
、助
言
を
求
め
て
は
。

町
長　

オ
ニ
ユ
リ
を
増
や
し
た
い

と
い
う
強
い
思
い
を
持
っ
て
い

る
の
で
、
い
い
方
法
が
あ
れ
ば

勉
強
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

髙
以
良　

各
種
団
体
と
の
会
合
の

際
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
。

町
長　

総
代
会
議
で
話
し
た
と
こ

ろ
、
オ
ニ
ユ
リ
が
植
栽
さ
れ
た

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
や
ム
カ
ゴ
を

持
参
さ
れ
た
方
が
あ
っ
た
。

今
年
４
月
の
総
代
会
議
で
も

お
願
い
し
た
い
。

髙
以
良　

新
庁
舎
の
周
辺
に
植
栽

す
る
考
え
は
。

町
長　

花
壇
に
植
栽
す
る
く
ら
い

の
株
や
球
根
で
あ
れ
ば
調
達
可

能
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
検
討

し
た
い
。

髙
以
良　

令
和
元
年
度
の
町
制
施

行
85
周
年
記
念
事
業
に
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
た
か
。

町
長　

球
根
の
取
引
が
少
な
く
て

大
量
の
調
達
が
難
し
く
単
価
が

高
い
た
め
、
ム
カ
ゴ
か
ら
苗
を

育
て
て
み
た
が
成
功
に
至
ら

ず
、
記
念
事
業
と
し
て
は
ピ
ン

バ
ッ
ジ
作
製
の
み
と
な
っ
た
。

髙
以
良　

町
制
施
行
90
周
年
の
記

念
事
業
の
一
つ
と
し
て
町
内
各

所
に
オ
ニ
ユ
リ
の
植
栽
を
進
め

る
考
え
は
。

町
長　

種
子
販
売
店
で
は
取
扱
い

が
な
い
と
の
こ
と
で
、
多
量
の

球
根
調
達
は
非
常
に
厳
し
い
と

感
じ
て
い
る
。

町
制
施
行
90
周
年
記
念
事
業

の
検
討
会
で
検
討
し
た
い
。

町の花オニユリの植栽推進を

増やしたいという強い思いを
持っている町長

髙以良 壽人 議員

Ｊ
Ｒ
新
谷
ガ
ー
ド
付
近
の

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
新
谷
ガ
ー
ド
は
、
道
幅
も

狭
く
、
カ
ー
ブ
で
非
常
に
危
険
で

あ
る
。

髙
以
良　

新
谷
ガ
ー
ド
付
近
に
標

識
か
セ
ン
サ
ー
式
の
電
光
掲
示

板
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て

の
Ｊ
Ｒ
や
警
察
等
と
の
協
議

は
。

町
長　

セ
ン
サ
ー
式
電
光
掲
示
板

に
つ
い
て
そ
の
後
調
査
を
進
め

た
と
こ
ろ
、
故
障
が
多
く
部
品

等
も
な
く
、
効
果
も
あ
ま
り
認

め
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
だ
っ

た
。

髙
以
良　

何
ら
か
の
対
策
は
。

町
長　

平
成
28
年
度
に
グ
リ
ー
ン

ラ
イ
ン
を
整
備
し
た
。

令
和
３
度
の
通
学
路
安
全
推

進
会
議
で
は
、
対
策
と
し
て
学

校
指
導
及
び
見
守
り
強
化
を
お

こ
な
う
こ
と
を
決
定
し
て
い

る
。
そ
の
状
況
を
見
守
っ
て
い

き
た
い
。

JR新谷ガードJR新谷ガード
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自
治
会
へ
は
町
か
ら
の
配
布
物

や
行
事
な
ど
の
伝
達
及
び
協
力
な

ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
自
治

会
未
加
入
世
帯
へ
の
対
応
は
不
十

分
と
思
わ
れ
る
。

小
田　
「
自
治
会
加
入
の
お
願
い
」

の
葉
書
の
配
布
枚
数
と
自
治
会

加
入
件
数
は
。

町
長　

葉
書
の
配
布
枚
数
は
、
令

和
３
年
４
月
か
ら
令
和
４
年
２

月
ま
で
で
２
０
７
枚
と
な
っ
て

お
り
、
自
治
会
加
入
促
進
助
成

事
業
に
よ
り
、
し
お
さ
い
の
湯

入
浴
券
に
引
き
換
え
ら
れ
た
件

数
は
38
件
に
な
っ
て
い
る
が
、

自
治
会
加
入
件
数
は
把
握
し
て

い
な
い
。

小
田　

自
治
会
未
加
入
世
帯
に
対

す
る
町
の
広
報
誌
な
ど
の
配
布

状
況
は
。

町
長　

広
報
誌
な
ど
の
配
布
は
し

て
い
な
い
。

小
田　

自
治
会
未
加
入
世
帯
に
不

利
益
が
生
じ
て
い
な
い
か
。

町
長　

町
が
発
信
す
る
情
報
が
届

か
な
い
と
い
う
不
利
益
は
あ
る

も
の
と
考
え
る
。

し
か
し
、
直
接
基
本
的
な
権

利
が
阻
害
さ
れ
る
も
の
や
必
ず

送
達
し
な
い
と
い
け
な
い
も

の
、
最
低
限
届
け
る
べ
き
も
の

等
は
、
郵
送
と
い
う
措
置
で
お

こ
な
っ
て
い
る
。

小
田　

地
域
担
当
職
員
制
度
を
活

用
し
自
治
会
加
入
を
促
進
で
き

な
い
か
。

町
長　

地
域
担
当
職
員
制
度
は
、

町
職
員
が
地
域
の
自
主
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と

と
も
に
、
地
域
と
町
と
の
パ
イ

プ
役
と
な
っ
て
地
域
の
問
題
解

決
に
向
け
た
支
援
を
お
こ
な
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
た

め
、
直
接
的
な
勧
誘
は
、
自
治

会
主
体
で
お
こ
な
っ
て
い
た
だ

く
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

小
田　
「
総
代
」
あ
る
い
は
「
自

治
会
長
」
の
役
割
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
。

町
長　

ど
ち
ら
も
地
域
の
代
表
者

で
あ
り
、ま
と
め
役
で
あ
っ
て
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
様
々
な
役
割

が
あ
る
と
思
う
。

自治会未加入世帯への対応は

広報紙等の配布はないが、必ず
送達すべきものは郵送している

小田 成実 議員

町長

公
用
車
の
管
理
及
び

運
行
状
況
に
つ
い
て

安
全
運
転
や
事
故
防
止
等
の
観

点
か
ら
、
公
用
車
に
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
の
設
置
が
進
め
ら
れ

た
。

小
田　

公
用
車
の
保
有
台
数
と
運

行
管
理
状
況
は
。

町
長　

消
防
団
の
車
両
を
除
い
て

34
台
保
有
し
て
お
り
、
運
行
管

理
に
つ
い
て
は
運
転
日
誌
を
備

え
付
け
、
運
行
ご
と
に
運
転
開

始
・
終
了
の
時
間
及
び
走
行
距

離
を
記
入
し
、
記
録
を
保
存
し

て
い
る
。

小
田　

車
検
や
定
期
点
検
の
整
備

台
帳
と
整
備
記
録
の
管
理
状
況

は
。

町
長　

車
検
や
定
期
点
検
な
ど
の

管
理
は
、
基
本
的
に
所
属
課
に

お
い
て
お
こ
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
公
用
車
管
理
や
運
行

に
つ
い
て
明
文
化
し
た
ル
ー
ル

が
な
い
の
で
、
今
後
速
や
か
に

公
用
車
の
適
正
な
管
理
及
び
運

行
等
に
つ
い
て
の
要
綱
を
制
定

し
た
い
。

小
田　

車
検
・
定
期
点
検
業
者
及

び
燃
料
給
油
先
の
決
定
は
。

町
長　

車
検
は
３
社
ず
つ
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
割
り
当
て
、
給

油
先
に
つ
い
て
は
特
に
定
め
て

い
な
い
。

小
田　

運
転
前
の
始
業
点
検
の
実

施
状
況
は
。

町
長　

職
員
が
、
運
転
前
に
適
宜

座
席
調
整
や
油
量
計
の
確
認
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。

小
田　

安
全
運
転
講
習
会
な
ど
は

お
こ
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　

総
務
課
長
お
よ
び
行
政
係

長
が
毎
年
安
全
運
転
管
理
者
の

講
習
会
を
受
講
し
て
い
る
。

公用車専用車庫公用車専用車庫
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長
崎
県
知
事
が
交
代
す
る
こ
と

に
な
っ
た
が
、
長
崎
県
政
に
経
験

の
な
い
新
人
で
あ
る
の
で
、
川
棚

川
の
治
水
対
策
及
び
石
木
ダ
ム
建

設
と
い
う
極
め
て
重
要
な
課
題
に

つ
い
て
十
分
に
理
解
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
る
。

田
口　

早
急
に
知
事
に
要
望
活
動

を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

町
長　

川
棚
川
の
治
水
対
策
は
川

棚
川
下
流
域
の
住
民
の
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
上
で
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。
治
水
対
策
と
し

て
石
木
ダ
ム
建
設
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
事
業
は

県
が
事
業
主
体
で
あ
り
、
町
は

そ
の
事
業
に
協
力
す
る
立
場
で

あ
る
の
で
、
早
急
に
新
知
事
へ

の
要
望
活
動
を
お
こ
な
う
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

田
口　

町
に
住
民
へ
の
仲
介
依
頼

が
あ
っ
た
場
合
は
協
力
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

町
長　

町
は
事
業
に
対
し
て
協
力

す
る
立
場
を
と
っ
て
い
る
の

で
、
知
事
か
ら
の
要
請
が
あ
れ

ば
協
力
す
る
。

川棚川の治水対策について
県に要望活動を

既に要望しており、
あらためての要望は考えていない町長

田口 一信 議員

地
域
で
の
環
境
美
化
活
動
へ

の
支
援
つ
い
て

田
口　

新
知
事
と
町
内
各
方
面
の

方
と
の
対
話
が
で
き
る
よ
う
動

い
て
も
ら
い
た
い
が
。

町
長　

川
棚
川
の
治
水
対
策
と
石

木
ダ
ム
建
設
は
重
要
な
課
題
で

あ
り
、
県
・
佐
世
保
市
と
協
力

し
て
推
進
し
た
い
。

田
口　

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
は
、
石
木
ダ
ム
問
題
の
早

期
解
決
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

新
知
事
に
も
十
分
理
解
し
て
い

た
だ
き
た
い
の
だ
が
。

町
長　

県
政
の
重
要
課
題
で
あ

り
、
推
進
の
考
え
の
知
事
が
就

任
さ
れ
た
の
で
、
ダ
ム
建
設
事

業
を
推
進
さ
れ
る
も
の
と
理
解

し
て
い
る
。

ま
た
新
知
事
は
、
現
地
に
足

を
運
び
た
い
と
の
意
向
で
あ
る

の
で
、
そ
う
い
う
状
況
に
な
っ

た
ら
協
力
し
た
い
。

住
民
に
よ
る
自
主
的
な
環
境
美

化
活
動
に
対
し
て
何
ら
か
の
支
援

が
必
要
で
は
な
い
か
。

田
口　

福
祉
組
合
に
よ
る
川
棚
町

民
の
ご
み
処
理
経
費
の
減
免

は
、
他
の
２
町
に
負
担
を
か
け

る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。

町
長　

ゴ
ミ
の
排
出
は
川
棚
町
が　

一
番
多
い
が
、
収
集
・
運
搬
に

か
か
る
費
用
等
か
ら
、
他
の
２

町
に
負
担
を
か
け
て
い
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。ま
た
減
免
は
、

排
出
さ
れ
る
場
所
や
団
体
等
で

判
断
さ
れ
て
い
る
。

田
口　

側
溝
等
に
落
ち
込
ん
だ
木

の
葉
や
小
枝
の
影
響
で
水
路
が

詰
ま
っ
た
時
な
ど
、
清
掃
や
ゴ

ミ
の
片
付
け
は
住
民
が
自
主
的

に
お
こ
な
っ
て
い
る
。
自
治
会

に
ゴ
ミ
袋
の
配
布
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

住
民
福
祉
課
長　

配
布
す
る
に
し

て
も
ル
ー
ル
づ
く
り
は
必
要
と

考
え
る
。

田
口　

地
域
と
の
信
頼
関
係
で
で

き
る
と
思
う
が
。

住
民
福
祉
課
長　

自
治
会
に
協
力

し
て
い
た
だ
き
、
今
後
調
査
検

討
を
し
た
い
。

側溝に落ち込んだ木の葉側溝に落ち込んだ木の葉
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「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
で
は

４
品
目
が
対
象
で
あ
っ
た
が
、
平

成
25
年
に
施
行
さ
れ
た
「
使
用
済

小
型
電
子
機
器
等
の
再
資
源
化
の

促
進
に
関
す
る
法
律
」
で
は
、
４

０
０
品
目
に
な
り
、
ほ
ぼ
全
て
の

家
電
を
対
象
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

波
戸　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
み
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
資
源
の
有
効
利

用
と
環
境
汚
染
を
防
止
す
る
た

め
に
、
小
型
家
電
の
積
極
的
な

リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
む
考
え

は
。

町
長　
「
使
用
済
小
型
電
子
機
器

等
の
再
資
源
化
の
促
進
に
関
す

る
法
律
」
に
お
い
て
、
市
町
村

の
責
務
と
し
て
、
使
用
済
小
型

電
子
機
器
等
の
分
別
収
集
、
認

定
事
業
者
へ
の
引
渡
し
が
努
力

義
務
と
さ
れ
て
い
る
。
役
場
庁

舎
等
の
公
共
の
施
設
５
か
所

に
、
緑
色
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
し
回
収
を
す
る
こ
と
に
よ

り
再
資
源
化
の
促
進
に
努
め
て

い
る
。

今
後
も
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に

つ
い
て
の
住
民
へ
の
周
知
を
含

め
、
適
正
処
分
と
資
源
循
環
の

取
組
み
に
努
め
た
い
。

波
戸　

長
崎
県
を
リ
サ
イ
ク
ル
品

の
収
集
区
域
と
し
て
い
る
認
定

事
業
者
は
、
10
事
業
者
あ
り
有

料
で
回
収
し
て
い
る
。

回
収
品
の
中
に
パ
ソ
コ
ン
を

含
む
と
、
回
収
料
金
は
無
料
と

な
る
事
業
者
が
あ
り
、
近
隣
の

自
治
体
で
は
こ
の
事
業
者
と
協

定
を
締
結
し
事
業
を
お
こ
な
っ

て
い
る
が
、
本
町
も
こ
の
よ
う

な
事
業
者
と
連
携
し
て
、
住
民

の
利
便
性
や
資
源
の
有
効
利

用
、
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組

む
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

資
源
回
収
に
お
け
る
連
携

事
業
を
調
査
し
た
結
果
、
長
崎

市
、
時
津
町
、
長
与
町
が
協
定

を
締
結
し
、
回
収
事
業
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
の
回
収
事
業
の
取
組
み

は
、
事
務
手
続
き
等
を
含
め
た

公
費
負
担
は
特
に
必
要
と
せ

ず
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が

図
ら
れ
、
取
り
組
み
や
す
い
事

業
と
思
わ
れ
る
。
福
祉
組
合
と

も
協
議
調
整
の
上
、
更
に
内
容

等
を
調
査
・
研
究
し
資
源
回
収

事
業
を
実
施
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

小型家電やパソコンの
リサイクル推進を

福祉組合と協議の上、
前向きに検討したい 町長

波戸 勇則 議員

波
戸　

清
掃
工
場
で
は
、
パ
ソ
コ

ン
は
持
込
み
で
し
か
受
け
付
け

な
い
が
、
こ
の
回
収
事
業
者
を

利
用
で
き
れ
ば
、
無
料
で
各
家

庭
か
ら
宅
配
に
よ
っ
て
回
収
で

き
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
住

民
の
利
便
性
も
加
味
し
て
検
討

し
て
ほ
し
い
。

町
長　

福
祉
組
合
と
し
て
は
、
歓

迎
で
き
る
事
業
と
し
て
捉
え
て

い
る
。
町
、
福
祉
組
合
両
方
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
の
で
、
調
査
・
研
究
を
重
ね

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

波
戸　

こ
の
事
業
を
開
始
で
き
る

時
に
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

簡
単
に
検
索
で
き
る
よ
う
に
し

て
も
ら
い
た
い
が
。

住
民
福
祉
課
長　

協
定
を
締
結
後

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た

い
。

役場玄関の小型電子機器回収ボックス役場玄関の小型電子機器回収ボックス
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議
会
だ
よ
り
編
集

特
別
委
員
会

委
員
長　
　

小
田　

成
実

副
委
員
長　

髙
以
良
壽
人

堀
池　
　

浩

田
口　

一
信

炭
谷　
　

猛

水
谷　

末
義

発
行
責
任
者

議　

長　
　

村
井　

達
己

３
月
22
日
、
役
場
新
庁
舎
が
業

務
開
始
し
ま
し
た
。
明
る
い
窓
口

と
な
り
、
防
災
機
能
も
備
え
、
町

民
の
利
便
性
向
上
に
役
立
つ
も
の

と
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
後
10
年
間
の
本
町
の
指
針
と

な
る
総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。
町
民
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ

て
、
元
気
な
町
づ
く
り
に
取
り
組

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

は
、
厳
重
に
抗
議
す
る
決
議
を
採

択
し
ま
し
た
。
戦
争
は
絶
対
に
し

て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
あ
ら
た
め

て
心
に
据
え
て
、
早
期
終
結
を
祈

り
ま
す
。

（
田
口
）

○
12
月
定
例
会
は
、
●●
人
の

傍
聴
が
あ
り
ま
し
た
。17

か
ね
て
よ
り
建
設
中
で
あ
り
ま
し
た
川
棚
町

役
場
新
庁
舎
が
完
成
し
、
業
務
が
開
始
さ
れ
た

こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
く
、
感
慨
深
い
思
い
で

あ
り
ま
す
。

新
庁
舎
は
身
体
の
不
自
由
な
方
へ
の
配
慮
を

始
め
、
町
民
が
気
軽
に
来
庁
し
、
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も

に
、
災
害
対
策
や
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

に
対
し
て
も
工
夫
を
凝
ら
し
、
細
や
か
な
配
慮

を
加
え
て
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
業
務
が
能
率
的
・
効
率
的
に

運
営
さ
れ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
町
民
の
た
め

の
役
場
庁
舎
と
し
て
、
そ
の
機
能
を
十
分
に
発

揮
し
、
今
後
の
社
会
状
況
の
変
化
に
も
対
応
し

な
が
ら
、
本
町
の
拠
点
で
あ
り
、
町
民
の
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
な
り
ま
す
こ
と
を
念
願
い
た
し

ま
す
。

町
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
を
一
つ
の
機

会
と
捉
え
、
今
後
も
町
民
・
行
政
・
議
会
が
一

丸
と
な
っ
て
、
川
棚
町
の
更
な
る
発
展
・
活
性

化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ

り
、
決
意
を
新
た
に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
理
解
、
ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ

ど
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

祝　

新
庁
舎
完
成

祝　

新
庁
舎
完
成

川
棚
町
議
会
議
長

村
井
　
達
己

研
修
日　

令
和
４
年
１
月
14
日
（
金
）

研
修
場
所　

第
１
委
員
会
室

研
修
内
容

議
会
だ
よ
り
の
充
実
、
編
集
能
力

の
向
上
な
ど
を
目
的
と
し
て
研
修
動

画
を
視
聴
し
ま
し
た
。

•
佐
久
間
智
之
氏

「
伝
わ
る
議
会
広
報
〜
Ｄ
Ｘ
・
Ｓ

Ｎ
Ｓ
・
デ
ザ
イ
ン
思
考
〜
」

•
長
岡
光
弘
氏

「
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
３
作
品
に
学

ぶ
、
卓
出
し
た
企
画
と
編
集
」

議
会
だ
よ
り
編
集

特
別
委
員
会
研
修

全
国
町
村
議
会
議
長
会
の
研
修
動
画

を
視
聴

６月定例会の６月定例会の
お知らせお知らせ

６月中旬に
開催予定です。
皆様の傍聴を

お待ちしています。

議員と語ろう会議員と語ろう会
議員と語ろう会は、町内の各

種団体や行政地区から、町政や
町議会に関すること等さまざま
なテーマを掲げて申し込みがあ
った場合、議員が出向いて、ざ
っくばらんに意見交換をする場
として開催します。

お気軽にお申し込み下さい!!
お待ちしております。

開催を希望される場合は、開催予定の１ヵ月
前までに、開催申込書を提出して下さい。

詳しくは、議会事務局へお問い合わせ下さい。

TEL0956-TEL0956-82-521682-5216（直通）（直通）


